














要旨 わが国では小児医療,とりわけ新生児・未熟児医療の進歩と抗生物質の開発や予防ワ

クチンの開発・改良による感染症による死亡の激減によって小児の死亡率は減少を続けて

いる。 

一方,不慮の事故による小児死亡も減少の傾向にあるとはいえ,疾病による死亡の激減もあ

って小児の全死亡に占める事故死の割合は増加の傾向にある。 

わが国では小児の事故死の原因として溺死の占める割合が欧米先進国と比較して高いこと

が知られているが,とくに 4歳以下では溺死が最も重要な死亡事故である。昭和63 年度の

4 歳以下の事故死亡 1,241 名では窒息:381 名(30.7%),溺死:371 名(29.9%),交通事故:283

名(22、8 彩)であり,平成 2 年度においても 4 歳以下の事故死亡 1,071 名では窒息:301 名

(28.1%),交通事故:293 名(27.4%),溺死ヒ 289 名(27.0%)である。わが国における小児の溺

水事故を予防し,溺死を減少させるためにはまず溺水事故の実態を把握することが不可欠

であるので,全国の施設に協力を依頼して溺水事故の実態調査を行った。集計した 604 症例

では 1～4歳が 414 名(68,5%),溺水場所では浴槽が 286 名(47,3%)を占めた。予後は完全治

癒が 419 名(69.4%),.重度後遺症が 51 名(8.4%),死亡 134 名(22.2%)であった。 


